










はじめに 

学童期の障害児の療育の諸問題の中経管栄養、疫の吸引、気管切開の管理、導尿、酸素療

法、人工呼吸器療法など、家庭で日常な介護行為として行われるようになってきた医療的

介護行為、すなわち「医療的ケア」について、学校教育の場でどのように対応していくべ

きかということが、教育現場で現在きわめて重要な課題となっていることは、言うまでも

ない。この問題は、学童期の障害児とその家族への、療育・支援の在り方についての大き

な課題の一つでもある。 

全国肢体不自由養護学校長会等の調査により、肢体不自由養護学校に在籍中の生徒の 10～

20％が日常的に医療的ケアを要していること、5～10%の生徒は学校においてもその医療的

ケアを要すること、これは大都市圏だけではな<全国的な状況となってきていることが、示

されてきている。このように、ニーズの把握は既になされている。そして、昨年度の研究

で明らかにされたように、既に多くの学校で多くの児童に対して、多くは一般教員によっ

て、医療的ケアの実施の取り組みがなされつつある。しかし、地域差・学校差もきわめて

大きく、多<の問題と課題を抱えているのが現状である。 

このような状況の中で、今後の望ましい対応策を進めるための調査研究をさらに行い、関

係者のコンセンサスが得られるようなガイドラインの作成等の作業をしていく必要がある。 

このテーマでの 3 年間の作業の1 年目として、今年度、基本的課題や具体的問題点につい

ての、資料収集、検討、研究班での討議を行い、今後なすべき作集の検討を行った。 


